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ご
来
賓
か
ら
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
小
林
書
記
長
が
基
調

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
2
0

2
3
年
度
の
活
動
と
し
て
、

板
橋
区
へ
の
要
求
実
現
の
取

り
組
み
、
社
会
保
障
運
動
、

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
と
対
策
へ

の
取
り
組
み
、
イ
ン
ボ
イ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
相
談

活
動
、
組
織
活
動
・
拡
大
強

化
、
長
年
要
望
し
て
き
た
公

契
約
条
例
制
定
へ
の
一
歩
と

し
て
、
板
橋
区
で
要
綱
に
も

と
づ
く
公
共
事
業
の
実
態
調

査
開
始
な
ど
、
粘
り
強
い
運

動
の
積
み
重
ね
で
、
前
進
を

切
り
開
い
て
き
た
こ
と
に
確

信
を
深
め
よ
う
と
報
告
し
ま

し
た
。

地
域
振
興
・
産
業

振
興
を
す
す
め
る

板
橋
区
政
へ

2
0
2
4
年
度
の
重
点
課

題
と
し
て
、
地
域
振
興
・
産

業
振
興
を
め
ざ
す
板
橋
区
政

へ
の
運
動
、
公
契
約
条
例
制

定
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

復
活
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
地
域
建

設
業
界
と
の
連
携
を

強
め
、
後
継
者
の
育

つ
建
設
産
業
の
再
生

を
め
ざ
す
取
り
組

み
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
勝
利
と
、
ア

ス
ベ
ス
ト
か
ら
区
民

の
命
を
守
る
運
動
、

住
宅
デ
ー
運
動
、
社

会
保
障
拡
充
、
消
費

税
を
5
％
へ
戻
す
、

イ
ン
ボ
イ
ス
の
中

止
、憲
法
平
和
課
題
、

組
織
強
化
の
取
り
組

み
な
ど
を
提
案
し
ま

し
た
。

決
算
報
告
、
2
0
2
4
年

度
予
算
案
を
鈴
木
財
政
部
長

が
提
案
し
ま
し
た
。

昼
食
休
憩
時
に
は
本
部
製

作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
参
加
者

は
9
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
各
専
門
部
の
議
案
に
つ
い

て
の
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
功

労
者
を
は
じ
め
、
大
会
表
彰

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
各
分

科
会
か
ら
の
報
告
を
行
い
、

質
疑
応
答
の
後
、
新
年
度
の

方
針
と
予
算
を
採
択
し
ま
し

た
。仲

間
の
切
実
な

要
求
実
現
を

目
指
し
て

2
0
2
4
年
度
の
新
支
部

役
員
を
選
出（
表
）し
、「
多

く
の
仲
間
と
連
帯
し
、
賃
金

・
単
価
の
大
幅
引
き
上
げ
と

安
心
し
て
働
け
る
建
設
業
界

を
実
現
す
る
た
め
に
、
労
働

組
合
員
と
し
て
主
体
的
に
労

働
運
動
に
参
加
し
、
組
織
を

大
き
く
強
く
し
よ
う
」
と
い

う
決
意
の
も
と
、
仲
間
の
切

実
な
諸
要
求
の
実
現
の
た
め

に
団
結
し
奮
闘
す
る
、
と
の

第
68
回
大
会
宣
言
を
採
択
し

ま
し
た
。
次
に
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
提
案
・
採
択
し
、
参

加
者
全
員
で
「
団
結
が
ん
ば

ろ
う
」
を
行
い
、
大
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

板
橋
支
部
第
68
回
定
期
大
会
を
4
月
7
日
に
板
橋
区

立
文
化
会
館
・
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
規
模
に
戻
し
た
大
会
と
し
て
開
催
、

役
員
・
代
議
員
1
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
来
賓
と

し
て
本
部
、
共
闘
団
体
か
ら
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
度
東
京
土
建
板
橋
支

部
の
執
行
委
員
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
氷
川
分
会
の
成
瀬

晃
一
で
す
。
組
合
員
歴
15
年

の
う
ち
、執
行
委
員
を
5
年
、

常
任
執
行
委
員
を
7
年
勤

め
、
そ
れ
な
り
に
経
験
を
積

ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
自
分
の
分

会
や
、
自
分
の
専
門
部
の
こ

と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
支
部
全
体

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
見
守
っ
て

い
く
立
場
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
今
、
新
し
い
執
行

部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
背

負
っ
た
顔
ぶ
れ
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
大
変
に
心
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

の
体
制
で
運
営
し
て
い
き
ま

す
の
で
皆
様
の
温
か
い
叱
咤

激
励
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
度
役
員
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
す
る
成
瀬
新
委
員
長

〔後援〕板橋区、板橋区教育委員会、板橋区社会福祉協議会、
医療法人財団健康文化会

住宅デーを6月9日（日）に開催します。地域の住民に待たれている
東京土建の行事です。住宅デーポスター貼りやチラシ配布も取り組まれ
ています。企画は包丁研ぎと住宅相談はもちろん、木工教室や体験教室、
模擬店など開催します。仲間のみなさんのご協力をお願いします。

執
行
委
員
長

成
瀬
晃
一
（
氷
川
）

副
執
行
委
員
長

遠
藤

真
（
志
村
坂
上
）

林
賢
二
郎
（
舟
渡
高
島
）

下
山
金
光
（
徳
丸
）

書
記
長

小
林

宙
（
徳
丸
）

書
記
次
長

穴
澤
秀
康
（
前
野
中
台
）

晝
間
弘
之
（
書
記
局
）

森
千
恵
子
（
書
記
局
）

竹
腰
隆
樹
（
書
記
局
）

常
任
執
行
委
員

菅
野
富
士
夫
（
大
山
）

峰
岸
浩
一
（
中
央
）

花
輪

正
（
若
木
）

服
部
里
美
（
舟
渡
高
島
）

吉
田
広
基
（
徳
丸
）

丸
谷
智
輝
（
上
赤
成
増
）

執
行
委
員

白
石

智
（
大
山
）

三
富

大
（
大
山
）

滝
口
和
浩
（
仲
宿
）

佐
藤
剛
史
（
仲
宿
）

松
本
和
久
（
大
谷
口
）

小
林
英
俊
（
大
谷
口
）

山
下
和
成
（
大
谷
口
北
）

雨
宮

譲
（
大
谷
口
北
）

中
村
正
人
（
中
央
）

岸
本
守
生
（
中
央
）

村
松
久
誌
（
氷
川
）

金
子
裕
一
（
氷
川
）

酒
井

勉
（
若
木
）

松
原

睦
（
若
木
）

川
中
子
公
明
（
志
村
坂
上
）

吉
田
武
司
（
志
村
坂
上
）

鈴
木
秀
和
（
前
野
中
台
）

井
上
光
明
（
前
野
中
台
）

加
賀
幸
治
（
坂
下
）

井
上
恵
司
（
坂
下
）

坂
本
雄
一
郎
（
蓮
根
）

喜
本
勝
巳
（
舟
渡
高
島
）

藤
本
善
一
（
舟
渡
高
島
）

大
平
武
芳
（
徳
丸
）

髙
橋
邦
尚
（
徳
丸
）

綿
貫
勝
則
（
新
赤
塚
）

杉
浦
章
浩
（
新
赤
塚
）

寺
澤
伸
一
（
上
赤
成
増
）

丸
谷
良
行
（
上
赤
成
増
）

堀
内
隆
志
（
事
業
所
）

会
計
監
査

鎗
井
恵
美
子
（
大
山
）

若
井
顕
洋
（
志
村
坂
上
）

大
平
友
美
（
徳
丸
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

高
瀬
佳
江（
女
性
の
会
会
長
）

執
行
委
員
待
遇

菊
池
斗
亜（
青
年
部
書
記
長
）

金
井
設
男
（
イ
キ
イ
キ
会
会

長
）

鈴
木
ア
ナ
リ
ン
（
女
性
の
会

事
務
局
長
）

ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク

に
娘
と
秩
父

に
芝
桜
を
観

に
行
っ
て
き

た
。
い
つ
も

な
ら
シ
ー
ズ

ン
中
で
も
、
当
日
に
余
裕
で

特
急
券
の
購
入
が
で
き
る
の

だ
が
満
席
の
た
め
電
車
乗
り

継
ぎ
の
道
中
と
な
っ
た
▼
ど

こ
も
か
し
こ
も
大
混
雑
、
円

安
で
外
国
人
観
光
客
が
大
勢

来
日
し
て
い
る
事
も
影
響
し

て
い
る
と
か
。私
た
ち
は「
こ

ん
な
に
高
い
の
」
と
目
を
見

張
る
価
格
で
も
、
「
安
い
」

「
安
い
」
と
、
大
喜
び
で
買

っ
て
く
▼
真
の
景
気
回
復

は
、
国
民
の
懐
を
温
め
て
こ

そ
と
思
う
が
、
岸
田
政
権
に

は
、
そ
ん
な
こ
と
は
端
っ
か

ら
眼
中
に
無
い
ら
し
い
。「
物

価
上
昇
を
上
回
る
所
得
を
必

ず
実
現
」と
か
言
い
な
が
ら
、

日
本
の
経
済
を
支
え
る
中
小

零
細
事
業
者
の
営
業
を
支
え

る
考
え
は
み
じ
ん
も
な
い
▼

納
税
者
に
は
「
自
助
努
力
」

「
自
己
責
任
」
と
言
い
、
集

め
た
税
金
の
使
い
道
は
、
勝

手
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
武

器
の
爆
買
い
を
約
束
し
て
き

て
し
ま
う
。
鳴
り
物
入
り
の

異
次
元
の
「
子
育
て
支
援
」

は
健
康
保
険
料
に
上
乗
せ
と

い
う
増
税
と
セ
ッ
ト
。

私
た
ち
は
税
金
を
搾
り
取

れ
る
打
ち
出
の
小
槌
か
。
も

う
い
い
加
減
に
し
て
ほ
し

い
。
黙
っ
て
い
て
も
始
ま
ら

な
い
。
有
権
者
と
し
て
投
票

一
揆
を
起
こ
そ
う
。

住宅デー会場一覧
分会名 会場 住所
大山 都税事務所前 板橋区大山東町44-8
仲宿 仲宿ふれあい広場 板橋区仲宿32-7
大谷口 小茂根4－16遊び場 板橋区小茂根4-16
大谷口北 大谷口北町宮ノ下公園 板橋区大谷口北町79-5
中央 水久保公園 板橋区常盤台3-15
氷川 緑ヶ丘第一公園 板橋区東新町1-27-8
若木 若木原公園 板橋区若木1-24
志村坂上 志村第三公園 板橋区志村1-21
前野中台 けやきの公園 板橋区前野町2-48
坂下 志村城山公園 板橋区志村2-17
蓮根 蓮根公園 板橋区蓮根2-11
舟渡高島 徳丸が原公園 板橋区高島平8-24
徳丸 西徳第一公園 板橋区徳丸1-42
新赤塚 中田出世稲荷神社 板橋区赤塚1-7-9
上赤成増 成増公園 板橋区成増3-4
事業所 板橋支部事務所 板橋区双葉町36-6
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支部定期
大会開催

第68回
支部定期
大会開催

2
0
2
4
年
度
板
橋
支
部
役
員（
敬
称
略
）
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新しい支部体制へ
叱咤激励を
お願いします
成瀬新執行委員長あいさつ
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包丁研ぎなどの奉仕活動、無料住宅相談会、木工教室や模擬店など

（終了時間は会場によって
異なります）
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区内１６会場で開催（予定）区内１６会場で開催（予定）

福祉とまちづくりで
地域に奉仕

福祉とまちづくりで
地域に奉仕

東京都豊島区西池袋5－22－15
※板橋〈3963〉5 3 2 5

電話 練馬〈3825〉5 5 2 2
北〈5390〉6 0 2 1
豊島〈3986〉2 4 7 1

発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）
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賃
金
対
策
部
で
は
現
場
で

の
深
刻
な
人
手
不
足
の
状
況

が
報
告
さ
れ
、
外
国
人
も
含

め
た
賃
金
ア
ッ
プ
が
必
要
、

4
月
か
ら
の
36
協
定
締
結
で

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
な
ど

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

仕
事
対
策
部
で
は
、
住
宅

デ
ー
に
つ
い
て
多
数
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

前
は
た
く
さ
ん
の
取
り
組
み

を
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
で

規
模
を
縮
小
し
た
せ
い
で
参

加
者
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
前
の
よ
う
な
取
り
組
み

で
、
参
加
者
確
保
し
て
い
く

の
が
大
変
。
ま
た
、
リ
フ
ォ

ー
ム
詐
欺
に
つ
い
て
、
住
宅

デ
ー
来
場
者
に
も
注
意
喚
起

し
た
ほ
う
が
い
い
と
の
意
見

も
だ
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
大
会
参
加
者
は
9
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
分
野
別
に
討
議
し
ま
し
た
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
絶
対
反
対
し
て
い
こ
う

と
皆
の
意
見
が
一
致
し
た
」
（
徳
丸
分

会
）
、
「
有
意
義
な
意
見
が
出
て
大
変
良

か
っ
た
」
（
舟
渡
高
島
分
会
）
、
「
知
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
聞
け
た
」
（
氷
川

分
会
）な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
は
十
分
な
討
議
時
間
が
必

要
と
の
意
見
か
ら
、
社
会
保
障
と
税
金
対

策
に
つ
い
て
分
か
れ
て
分
科
会
を
設
け
、

マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
、
イ
ン
ボ
イ
ス
問
題

な
ど
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

土建国保を守ろうと意思統一

労
働
対
策
部
で
は
、
歴
史

的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
、

す
べ
て
の
被
害
者
を
救
済

し
、
こ
れ
以
上
被
害
者
を
出

さ
な
い
対
策
が
進
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
の
正
念
場
を
迎
え

て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
建
材
メ
ー
カ

ー
に
対
し
て
の
粘
り
強
い
取

り
組
み
の
重
要
性
を
確
認
し

ま
し
た
。

技
術
対
策
部
で
は
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
現
状
で
は
ゴ
ー
ル

ド
カ
ー
ド
で
も
賃
金
に
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
報

告
さ
れ
、
将
来
実
現
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題

と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
部
で
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
と
保
険

証
廃
止
問
題
が
議
論
に
な

り
、
「
保
険
証
交
付
存
続
を

求
め
る
署
名
」
に
取
り
組
む

こ
と
、
分
会
・
群
で
も
学
習

を
深
め
る
事
、
地
域
他
団
体

に
も
運
動
を
広
め
る
事
な
ど

が
提
起
さ
れ
、
保
険
証
廃
止

阻
止
の
運
動
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

税
金
対
策
部
で
は
、
イ
ン

ボ
イ
ス
問
題
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
の
資
料
で
補

足
説
明
が
あ
り
、
改
め
て
問

題
点
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
「
マ
ス
コ
ミ
が
報

道
し
な
い
の
は
大
企
業
の
広

告
が
あ
る
か
ら
、
だ
か
ら
私

た
ち
が
伝
え
な
い
と
」
「
一

人
親
方
な
ど
は
か
な
り
負
担

だ
。
い
や
い
や
登
録
し
た
人

も
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
と
し
て
引
き
つ
づ
き
廃

止
を
目
指
す
運
動
を
進
め
て

い
こ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し

た
。

群会議の充実で実増しよう

組
織
部
で
は
、
ま
ず
分
会

6
役
の
確
認
、
群
の
規
模
、

滞
納
問
題
な
ど
に
つ
い
て
話

題
に
な
り
、
意
見
交
換
し
ま

し
た
。
ま
た
、
分
会
内
事
業

所
の
対
策
に
つ
い
て
、
春
の

月
間
で
住
宅
デ
ー
の
お
誘
い

な
ど
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

イ
キ
イ
キ
会
、
女
性
の
会

の
方
針
提
案
も
行
わ
れ
、
特

に
分
会
独
自
で
の
取
り
組
み

や
予
算
に
つ
い
て
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
行
動
参
加
者

を
増
や
し
、
組
織
増
勢
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
部
で
は
、
納
入
率
向

上
に
向
け
、
「
群
を
基
礎
に

し
た
仲
間
の
つ
な
が
り
を
強

め
、
仕
事
と
く
ら
し
を
守
ろ

う
」
と
、
毎
月
の
群
会
議
に

参
加
し
、
組
合
費
な
ど
を
納

入
す
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
た
。
各
分
会
か
ら
は

「
分
会
へ
の
納
入
の
呼
び
か

け
を
強
め
た
こ
と
で
、
納
入

率
が
よ
く
な
っ
た
」
「
3
年

か
か
っ
た
が
群
会
議
の
参
加

が
よ
く
な
っ
た
」
「
群
会
議

で
納
入
す
る
よ
う
に
な
れ
ば

役
員
が
苦
労
し
な
い
」
な
ど

経
験
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
手
当
の
統
一
問

題
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
財
政
部
議
案

・
予
算
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

共済制度を仲間に知らせよう

教
育
宣
伝
部
で
は
、
分
会

新
聞
発
行
に
つ
い
て
、
「
分

会
新
聞
は
組
合
や
分
会
の
活

動
を
組
合
員
に
つ
た
え
る
大

切
な
取
り
組
み
だ
が
発
行
で

き
て
い
な
い
」
と
発
言
が
あ

り
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
発

行
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
編
集
上

の
苦
労
話
し
で
は
「
毎
月
発

行
す
る
の
が
大
変
」
と
の
悩

み
に
、
参
加
者
か
ら
「
分
会

や
支
部
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知

ら
せ
」
や
「
昨
年
は
ど
ん
な

も
の
を
載
せ
て
い
た
か
見
比

べ
な
が
ら
作
っ
て
い
る
」
な

ど
実
際
に
作
っ
て
い
る
仲
間

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

組
合
員
に
読
ま
れ
る
分
会

紙
作
り
を
進
め
る
た
め
に
、

記
事
の
書
き
方
、
取
材
の
仕

方
、
割
り
付
け
な
ど
学
習
を

進
め
、
よ
り
多
く
の
人
に
読

ま
れ
る
、
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

厚
生
文
化
部
で
は
、
組
合

共
済
に
つ
い
て
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
「
組
合
の
共
済
制

度
は
い
い
制
度
だ
が
、
事
業

所
の
従
業
員
や
、
若
い
組
合

員
に
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、

共
済
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

周
知
す
る
た
め
の
工
夫
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し

た
。
自
転
車
保
険
に
つ
い
て

も
意
見
が
出
さ
れ
、
東
京
土

建
の
制
度
と
し
て
加
入
促
進

を
進
め
よ
う
と
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
分
会
餅

つ
き
大
会
に
つ
い
て
、
地
域

と
も
交
流
で
き
る
取
り
組
み

に
戻
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が

出
さ
れ
、
引
き
続
き
板
橋
区

に
要
請
し
て
い
く
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
け
ん
火
災

共
済
推
進
な
ど
の
共
済
運
動

を
仲
間
に
広
げ
て
い
こ
う
と

の
厚
生
文
化
部
の
議
案
は
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

後
継
者
対
策
部
で
は
、
分

会
の
新
た
な
協
力
者
を
探
す

手
が
か
り
と
し
て
、
分
会
主

催
の
後
継
者
対
策
行
事
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年
度

は
学
習
に
力
を
入
れ
、
起
業

や
独
立
、
資
産
形
成
や
共
済

に
つ
い
て
の
学
習
を
し
て
い

き
た
い
と
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
青
年
部
で
は
、
事
業

所
に
所
属
し
て
い
る
対
象
者

へ
の
対
策
が
大
切
と
意
見
が

出
さ
れ
、
後
継
者
や
青
年
部

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
組

合
全
体
で
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
5
分
科
会

第
5
分
科
会

組
織
・
イ
キ
イ
キ
会
・
女
性
の
会

組
織
・
イ
キ
イ
キ
会
・
女
性
の
会

9つの分科会で
分野別に討議

群
会
議
の
充
実
・
組
織
増
勢
目
指
し
て

第68回支部定期大会

第
7
分
科
会

第
7
分
科
会

厚
生
文
化

厚
生
文
化

火
災
共
済
の
推
進
と

分
会
餅
つ
き
大
会
成
功
へ

第
1
分
科
会

第
1
分
科
会

賃
金
・
仕
事

賃
金
・
仕
事

外
国
人
労
働
者
も
含
め
た
賃
上
げ
の
必

要
性
、
住
宅
デ
ー
の
成
功
に
向
け
な
ど

第
6
分
科
会

第
6
分
科
会

財
政
財
政

原
点
に
立
ち
返
り
毎
月
の
群
会
議
で
の

納
入
を
呼
び
か
け
、
組
織
強
化
に

つ
な
げ
よ
う

第
2
分
科
会

第
2
分
科
会

労
働
・
技
術

労
働
・
技
術

ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
闘
争
と
現
場
・
地
域

で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
普

及
状
況
に
つ
い
て
な
ど

第
4
分
科
会

第
4
分
科
会

第
8
分
科
会

第
8
分
科
会

税
金
税
金

教
育
宣
伝
・
学
習
制
度
化

教
育
宣
伝
・
学
習
制
度
化

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
中
止
・
廃

止
さ
せ
る
闘
い
に
つ
い
て
意
思
統
一

新
聞
作
り
の
工
夫
を
交
流

第
9
分
科
会

第
9
分
科
会

後
継
者
・
青
年

後
継
者
・
青
年

新
し
い
役
員
の
発
掘
を
進
め
る
た
め
に
、

分
会
後
継
者
行
事
を
活
発
に
行
お
う

第
3
分
科
会

第
3
分
科
会

社
会
保
障

社
会
保
障

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
健
康
保
険
一
元
化
問

題
・
都
知
事
選
に
向
け
「
社
会
保
障
制

度
拡
充
月
間
」
を
確
認
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ゴ
ジ
ラ
も
出
発
！
！

5
月
1
日
は
、
働
く
労
働

者
の
祭
典
メ
ー
デ
ー
で
す
。

板
橋
支
部
で
は
、
青
年
部
が

主
催
、
後
継
者
対
策
部
協
力

で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
短
期

集
中
で
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
み
ん
な
仕
事

が
終
わ
っ
て
か
ら
、
板
橋
支

部
の
駐
車
場
に
集
合
し
、
6

〜
7
人
で
作
業

と
な
り
ま
す
。

青
年
部
長
は

塗
装
業
、
後
継

者
対
策
部
は
型

枠
大
工
や
内
装

業
の
プ
ロ
な
の

で
妥
協
は
あ
り

ま
せ
ん
。
細
か

い
と
こ
ろ
に
も

手
を
抜
く
こ
と

な
く
、
参
加
者

全
員
で
い
ろ
い

ろ
意
見
を
言
い

な
が
ら
形
に
し
て
い
く
の

に
、
何
度
も
何
度
も
作
り
直

し
て
、最
後
の
作
業
日
に
は
、

誰
も
が
納
得
い
く
ゴ
ジ
ラ
が

完
成
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
『
デ
モ
し
て
抗

え
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
か
ら
70
年

の
節
目
と
い
う
事
も
あ
り
、

巨
大
な
ゴ
ジ
ラ
が
海
か
ら
出

現
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
作
成

し
、
さ
ら
に
消
費
税
減
税
・

賃
金
ア
ッ
プ
の
訴
え
を
掲
げ

ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
で
し
た
が
、
青
年
部

か
ら
も
部
長
を
先
頭
に
3
人

参
加
（
板
橋
支
部
全
体
で
は

53
人
）
、
パ
レ
ー
ド
の
先
頭

で
元
気
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
の
声
を
響
か
せ
、
板
橋
支

部
の
デ
モ
隊
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
優
秀
賞
と

青
年
特
別
賞
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
を
今
年
度

か
ら
教
宣
部
長
に
な
っ
た
吉

田
常
任
執
行
委
員
が
行
い
、

「
東
京
土
建
は
仲
間
の
仕
事

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
闘

う
労
働
組
合
で
す
。
仲
間
の

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
学
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
ご
一
緒
に
学
習
し

ま
し
ょ
う
」と
述
べ
ま
し
た
。

成
瀬
委
員
長
か
ら
は
「
学

ん
で
た
た
か
う
、
た
た
か
っ

て
学
ぶ
は
、
土
建
の
運
動
の

基
本
で
す
。
僕
は
大
学
に
行

か
な
か
っ
た
の
で
土
建
を
大

学
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
。
今
日
も
一
つ
で
も
多
く

を
学
び
自
分
の
た
め
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
そ
の
の
ち
、
小
番
書
記

長
が
「
元
気
な
地
域
の
砦
、

群
・
分
会
活
性

化
を
！
仲
間
の

声
を
活
か
す
組

合
活
動
に
向
け

て
」
と
題
し
講

演
し
ま
し
た
。

初
め
て
参
加

し
た
仲
間
か
ら
は
『
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』
に
つ
い
て
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」
、
3
回
以
上
参
加

の
仲
間
か
ら
は
、
「
仲
間
が

増
え
る
こ
と
を
素
直
に
喜
べ

る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
」
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
組
合
づ
く
り
の
考
え
方

の
お
話
を
聞
け
て
良
か
っ

た
」
「
建
設
従
事
者
＝
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ

る
こ
と
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
」
「
要
求
実
現
ア
ク
シ
ョ

ン
運
動
を
、
地
域
を
巻
き
込

ん
だ
運
動
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
」
と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

群
長
学
校
を
4
月
25
日
、
板
橋
区
高
島
平
区
民
館
ホ

ー
ル
で
開
催
し
、
1
1
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
部

か
ら
小
番
書
記
長
を
招
い
て
、
「
元
気
な
地
域
の
砦
、

群
・
分
会
活
性
化
を

仲
間
の
声
を
活
か
す
組
合
活
動

に
向
け
て
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

大
迫
力

団結ガンバロウ

講
演
を
す
る
本
部
書
記
長
の
小
番
さ
ん

ゴジラに命を吹き込む

決起集会に参加したみなさん

4
月
22
日
支
部
会
館
に
て
、
女
性
の
会
春
の
拡

大
決
起
集
会
を
38
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
の
佐
藤
社
保
対
担
当
書
記
よ
り
「
健
康
保

険
証
を
残
し
て
く
だ
さ
い
〜
マ
イ
ナ
保
険
証
を
作

ら
な
く
て
大
丈
夫
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
不
安
や
疑
問
な
ど
様
々
な
質
問
も
出
ま
し

た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
組
合
と
協
力

し
女
性
の
会
独
自
の
宣
伝
署
名
行
動
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

「
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
家
族
ぐ
る
み
の
運
動

を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

会
員
拡
大
目
標
35
人
を
め
ざ
し
組
織
部
長
か
ら
の

訴
え
、各
分
会
か
ら
の
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
分
会
か
ら
14
人
の
拡
大
成
果
の
持
ち

寄
り
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
員
訪
問
行
動
で
女
性
の
会
会
員
拡
大
も
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対象 1人当り 減税方法

所得税 3万円 給与天引き（6月）または確定申告（来年3月）で
（6月で引ききれない人は、7月以降にまたがって調整）

住民税 1万円 給与天引き（6月）または住民税の通知（6月）で
（6月は税額ゼロだが、7月以降に税額増の人もいる）

目標達成に向けて意思統一
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後
継
者
対
策
部
長

服
部

里
美

女性の会 春の拡大決起集会

ゴジラが青年特別賞にゴジラが青年特別賞に

女性の会 会長 高瀬 佳江

第95回中央メーデー

6月の給与・年金で「定額減税」がされます。
今回の「定額」とは毎月4万円ではなく、1回限りですが、政治的な「見せか
け」もあって複雑です。源泉徴収の対応の相談は組合へ事前連絡下さい。
給与天引きでない人は、住民税は来月の通知で、所得税は来年の確定申告で反

映されます。
「定額減税」は、同じ5兆円の消費税減税に比べて経済効果が半分以下で、費

用対効果が低く、来年以降は所得税の増税がすでに宣言されています。

経済効果は消費税減税の半分以下、
来年は所得税・消費税が増税に

板
橋
支
部
出
発

定額減税が6月の給与で…

「
い
き
い
き
と
し
た

組
合
役
員
の
活
動
に
向
け
」

群
長
学
校
を
開
催

群
長
学
校
を
開
催

定額減税実務学習会
5月29日（水）10時からＷＥＢにて、参加無料
申込は支部まで03-3963-5325



2024年5月1日 （4）け ん せ つ 北 部（第三種郵便物認可）第2756号

応募資格
入 学 金
授 業 料

18 才以上、働きながら学ぶ意欲のある方
3万円
月額 31,000 円（非組合員 48,000 円）教科書・道具代 別途実費
雇用保険加入者は賃金助成制度適用あり

こ
こ
数
年
、
さ
く
ら
ん
ぼ

は
不
作
が
続
い
て
い
ま
す
。

開
花
前
の
時
期
の
降
霜
が
原

因
で
、
将
来
実
に
な
る
雌
し

べ
が
枯
死
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
雌
し
べ
が
な
い
と
、
も

ち
ろ
ん
受
粉

し
て
も
実
に

は
な
り
ま
せ

ん
。
低
温
に

な
る
の
は
夜

中
か
ら
朝
方

な
の
で
専
用

の
暖
房
機
な

ど
で
対
策
は

す
る
の
で
す

が
、
あ
の
広

い
畑
の
温
度

を
1
℃
で
も
あ
げ
る
の
は
至

難
の
業
。
改
め
て
自
然
の
力

の
大
き
さ
に
人
の
無
力
さ
を

痛
感
し
ま
す
。

ち
な
み
に
今
年
は
何
と
か

霜
害
を
く
ぐ
り
抜
け
、
十
分

な
量
が
結
実
し
そ
う
で
す
。

東京都は2020年4月より自転車保険の加入を条例で義
務化しました。
自転車は子どもから高齢者までが乗る乗り物であり、

誰もが事故を起こしてしまう危険があります。相手に損
害を与えた場合の損害賠償に備える保険が必要です。
東京土建の自転車保険は賠償事故2億円までの補償で

す。年間掛金は家族型4500円、個人型2500円。未加入の方
は東京土建の自転車保険に加入しましょう。ご加入中の
方には、継続の案内ハガキをお出ししています。

求
職

○
解
体

請
負
希
望

栗
田

光
一
・
大
谷
口
分
会
☎
0
9

0
―
3
5
1
7
―
3
6
5
6

／
資
格
な
ど

解
体
工
事
業

者
登
録
・
産
廃
収
集
運
搬
業

許
可

求
人

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
土

木
施
工
管
理
技
士
・
電
気
工

事
現
場
管
理

社
員
等
2
人

／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前
野
中

台
分
会
☎
0
8
0
―
5
5
7

6
―
4
4
7
3
／
有
資
格
者

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。

2024年6月23日（日）
【申込締切】6月3日（月）
【実施場所】高島平診療所（定員60名）

2024年6月23日（日）
【申込締切】6月3日（月）
【実施場所】小豆沢病院（定員70名）

※日曜健診は午前のみの受
付となります。午後はお
申込みできませんのでご
注意ください。
※オプション健診は有料で
す。申込時に費用を組合
へ納入下さい。分会経由
で納入する場合は群会議
でお支払いください。

2024年7月28日（日）
【申込締切】7月8日（月）
【実施場所】坂下診療所（定員50名）

2024年7月14日（日）
【申込締切】6月24日（月）
【実施場所】下赤塚診療所（定員50名）

◇平日の健診もご利用ください。（予約が必要です）

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。
問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５

日 程 表
2024年5月

機関会議など
書記局会議2時～

拡大推進委員会
分会長会議・共済審査

2024年6月
機関会議など

中執
書記局会議
四役・常任執行委員会
執行委員会

書記局会議2時～

分会長会議・共済審査
組織財政検討委員会

組合活動

日曜行動
納入日

訪問行動
本部登録

訪問行動

組合活動

拡大打ち上げ

発送

住宅デー

納入日

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

石綿関連講習ご案内
☆石綿作業主任者講習

日時 7月9日（火）～10日（水）
会場 技術研修センター
定員 70人※申し込み多数の時は抽選6月9日
締切 6月4日
金額 12，000円

☆一般建築物石綿含有建材調査者講習
日時 6月27日（木）～28日（金）
会場 けんせつプラザ東京
定員 100人※抽選5月25日
締切 5月21日
金額 48，000円

年間掛金 家族型
4500円

個人型
2500円

補償対象者 契約者本人
及び配偶者 その他の家族 本人のみ

入院（１日あたり） 7000円 4500円 7000円

通院（１日あたり） 2500円 1500円 2500円

手術・入院中 70000円 45000円 70000円

手術・外来 35000円 22500円 35000円

死亡・後遺障害 300万円 200万円 100万円

賠償事故
２億円 ２億円

自転車を含め、個人の日常生活での賠償事故

⑧
前立腺がん

1，000円
50歳以上の土
建国保加入者
は無料

⑦
大腸がん

1，000円
40歳以上の土
建国保加入者
基本に含む

⑥
有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤
じん肺

1，000円

④
骨粗鬆症

2，000円

③
胃がん

（バリウム）

3，000円
50歳以上の土
建国保加入者
無料

②
胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円
50歳以上の土
建国保加入者
3000円

①
基本健診

無料

項目

費用

さ
く
ら
ん
ぼ

日曜健康診断のご案内

東京土建で加入しよう東京土建で加入しよう
自転車保険自転車保険

※書記局会議は事務所閉まります

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り

芽を横に切ったところ
こうやって雌しべを確
認します


